
令和７年度 自己評価・学校関係者評価報告書 

令和 ８年 3月 31日 

八戸学院幼稚園 

１ 本園の教育目標 

 ・明るく元気な子  ・心の豊かな子  ・自分の考えをもてる子 

 

２ 令和７年度重点目標 

  ・法人内学校との連携による教育内容の充実 

  ・業務の効率化 

  ・子育て支援活動の推進 

  ・園内交流の活性化 

 

３ 重点目標に対する取組状況と評価 

 評価項目 取組状況 評価 

１ 法人内学校との

連携による教育

内容の充実 

 法人内大学・短大の教員による園児の指導、職員研修が年

間を通して実施され、短大生、高校生による研究活動とボラ

ンティアも行われた。リトミック活動の成果を示す行事「星の

子シアター」では年長児と短大生が一緒に舞台を作り上げ、

保護者からも高い評価をいただいた。法人内連携による教

育活動は、本園の特色として成果を上げていると言える。 

＜実績＞ 

・リトミック 年間 10回   

・造形教室 年間7回  

・英語教室 年間8回  

・教育講座 「自分のからだを大切にしよう！親子で学ぼう性

教育」（2025/10/23） 

・職員研修 「子どもの絵に関してのお話、子どもの姿や意欲

に添った指導法」（2026/1/7） 

・研究 

体力測定（短大） 

ゼミナール活動（短大） 

総合学習（高校） 

・行事：「星の子シアター」への出演 

・生徒・学生ボランティア 

入園式 吹奏楽演奏 

運動会 運営補助 

星の子祭 「遊びの広場」運営・チアリーディング演技 

体験学習 サツマイモ収穫補助 

クリスマス発表会 運営補助 
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２ 業務の効率化 ・ICT環境の整備 

新規に Wi-Fi 環境を整えたことで、リモートによるキャリ

アアップ研修受講など、業務の効率化が図られた。 

・パソコンの利用促進 

ホームページ用のトピックス作成と配信に注力した。 

各クラスのトピックスが 104 件、園全体のものが 44 件、

園長だよりが４件、未就園児教室20件の実績があった。 

・おが～るシステムの活用促進 

学校評価に係る保護者ならびに教職員に対するアンケー

ト、長期休暇時における利用調査および各種お知らせメール

のほかに園だより、ドキュメンテーション、行事予定表、給食

献立表などの配信をしている。 

保護者アンケートではおがスマによる欠席連絡の要望があ

ったが、学校評価委員との意見交換を踏まえて、従来通り電

話での連絡をお願いすることとした。また、バス利用者への

感染状況のお知らせについては、降園時のバスに添乗した

職員が保護者に口頭で伝えることとした。 

業務の効率化は重要な課題であり、今後も推進する必要が

あるが、一方で、保護者との丁寧なコミュニケーションは効

率化をある程度犠牲にしても大切にしなくてはならないと

考えている。 
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３ 子育て支援活動

の推進 

 

 

 

 

子育て支援活動を下記の通り実施した。ステラクラスの参

加人数は前年より減少したが、チッチクラスについては増加

が見られた。その他の利用者はやはり減少傾向だが、資料請

求は若干増加した。急速な少子化の進行によって、利用者数

が減少するのは避けられない状況であり、その中で一定の成

果を上げたと言える。認定こども園として、園児募集上も重

要な活動であるため、今後も内容を工夫しながら推進する。 

・未就園児教室 

ステラクラス 18回 参加延べ人数；197名（前年２５４名） 

チッチクラス 18回 参加延べ人数；163名(前年112名) 

・園庭開放「星の子広場」 

実施回数；1回 参加延べ人数；1名 

・見学・入園説明会「星の子オープンスクール」 

定期 入園説明会（10/7実施）；8家族参加（前年１１家族） 

随時 見学・説明；12家族（前年２６家族） 

その他 資料請求；25件(前年２１件) 

・一時預かり「星の子サポート」 

利用延べ人数；202名(前年２４８名) 
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４ 総合的な評価結果 

評価 理   由 

 

A－ 

 

すべての重点目標について、一定の成果が得られた。特に法人内の連携は、本園の教

育の特徴として定着していると言える。 

  評価（Ａ：十分に成果があった Ｂ：成果があった Ｃ：少し成果があった Ｄ：成果がなかった） 

 

５ 今後取り組む課題 

 課  題 具体的な取組方法 

１ 教育内容の充実 法人内連携に加えて、行事を通した地域の自然・文化との

触れ合いと食育活動を推進する。 

２ 情報発信の強化 園児募集に向けて、ホームページを利用した情報発信に

注力する。 

３ 園内交流の活性化 引き続き、クラス間交流による教育の幅の拡大と、学年間

交流による思いやりの心の育成に取り組む。 

 

６ 学校関係者評価委員会の評価 

 評価委員からは以下のような評価をいただいた。 

〇和田委員 

園として１年ずつ成長していると感じる。行事一つとっても、ことの運び方の改善や工夫、行動力

があり大切なことをしっかりと行っている印象。「行動なくして新しいものはできない」ため素晴ら

しいと思う。 

〇畑委員 

わが子を通園させている時と変わらず、子どもがのびのびと生活していて良い。またゴミが一

４ 

 

園内交流の活性

化 

 

 

 

 

 

重点目標として園内交流（クラス間・学年間交流）を挙げ、

毎月の職員会議で実績や状況の報告を求めた。クラス間交流

としては、年長お泊まり会をクラス混合のグループ編成で行

う、クラス合同で給食を食べたり運動会やお遊戯の練習をし

たりする、クラスの担任を交代する、園庭で合同の朝の会を

行う、クラス混合でお買い物ごっこを行う等の報告があっ

た。学年によって程度の差はあっても、クラス間交流は無理

なく展開されている様子であった。 

学年間交流としては、中心活動を合同で行った実績はなか

ったが、園外に出る際に年長が年下の子とペアになって面倒

を見たり、お買い物ごっこで他学年の子どもがお客になった

り、他学年の運動会やお遊戯の練習を見学したりといった交

流があり、その結果、預かり保育の時間に大きい子が小さい

子の面倒を見たり遊んでくれたりする姿が増えたという報告

があった。 

 

 

 

 

 

 

 

B 



つも落ちていない園の清潔感がいい所でもある。先生たちの努力と忙しさの賜物だが、園として

働きやすさやカバーできるところがあれば行っていって欲しい。 

〇長根委員 

運動会の際、先生たちの園児への働きかけ、自ら参加したくなるような接し方から日々の保育で

積み重ねた信頼関係ができていると感じた。また、クリスマス発表会の子どもたちの堂々とした姿

や夢中になっている姿が印象的だった。 

参観日やお迎えでも、いろんな先生方が対応して下さり、今日は〇〇でしたよと連絡や報告があ

ることはどの親も嬉しいと思う。職員みんなで子どもたちに寄り添っている感じがとても印象深か

った。 

以上  


